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№ 名称 仕様 数 № 名称 仕様 数

① トップケース ｽﾁｰﾙ製ｶﾁｵﾝﾌﾞﾗｯｸ処理 1 ⑥ カラー ｽﾁｰﾙ製ｶﾁｵﾝﾌﾞﾗｯｸ処理 ４

② リングナット ｱﾙﾐ製ﾚｯﾄﾞｱﾙﾏｲﾄ処理 TR47×1.5 1 ⑦ ラバーシート ﾆﾄﾘﾙ系ﾗﾊﾞｰ製(ＩＤ65 用) 1

③ ダンパーユニット ｽﾁｰﾙ製ｶﾁｵﾝﾌﾞﾗｯｸ処理 TR47×1.5 1 ⑧ アジャスター ｽﾁｰﾙ製黒亜鉛ﾒｯｷ 1

④ バンプラバー ｳﾚﾀﾝ製 1 ⑨ スプリングシート ｱﾙﾐ製ﾚｯﾄﾞｱﾙﾏｲﾄ処理 2

⑤ ボトムアイ ｽﾁｰﾙ製ｶﾁｵﾝﾌﾞﾗｯｸ処理 1 ⑩ スプリング 6.0Ｋ   1
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リア構成部品（左右共通） 
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 付属品 

№ 名称 仕様 数

① Ｃ型レンチ 
φ３０．５／フロント車高調整用 

   リアプリロード調整用 
2 

② Ｌ型レンチ 
５㎜ＨＥＸ／フロントプリロード調整用 

リア車高調整用 
1 

 
②

①

 
 
ユニット装着作業 

本製品はアッパーマウントを含んだアッセンブリーユニット状態で納入されます。マツダ㈱発行の整備解説書を参考に前後の
純正のダンパー＆スプリングアセンブリーユニットを取り外し、これと差し替える形で交換作業を行って下さい。 
※ フロントのブレーキブラケットの位置が純正と異なる場合は純正と同位置に調整してください。 
※ リアダンパーのアッパーブラケットは純正品を使用しますので純正ダンパーから取り外してご使用下さい。 
※ リアスプリングのアッパーマウントは使用しませんので取り外してください。 
 
 
 車高及びプリロードの設定及び調整    
車高調整とは、ルーフトップでの全体車高（車検での基準点）の変化と、前後バランス変化の２つがあります。特にハイパフォ
ーマンスタイヤが装着してある場合、前後バランスの変化で操縦性が大きく影響を受けます。チューナブルサスペンションキッ
トでは、走行テストを実施し全体車高と前後バランスの両方を決定しておりますので、車高調整は標準車高での操縦性を確認
してから、前後バランスの調整をメインに行うことをお奨めします。出荷時には推奨車高になるようにセットされておりますが、
各車両の条件や量産誤差により数値が前後する場合があります。この場合は推奨車高にセットすることをお奨めします。 
 



 
 
プリロードはストローク確保やバネ反力低減の観点で、スプリングが遊ばない程度にロアシートがスプリングにタッチしてから（フロント２㎜／
リア１０㎜前後）で設定されています。定期的に点検を実施し、プリロードが確保されていない場合は調整してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
スポーツチューナブルサスペンションキットでは、高性能ショックアブソーバーの性能を利用してクリック調整（減衰力調整）で操
縦性を変化させることが可能です。一般的なバネの反発力を抑えるための減衰力設定という考え方ではなくショックアブソーバ
ーで積極的に車両姿勢をコントロール思想で減衰力がセッティングされています。従いましてスプリングを変更することなく、幅
広いシチュエーションに対応することが可能になります。 

 

 

 

 

  
 

［リ  ア］ 

付属されているＣ型レンチ２本を使用してプリロードを調整しま
す。調整する際は予めボトムケースが固定されているアーム類
から取り外す必要があります。また、ボトムケースとダンパー本
体のカミシロは１０㎜以上確保してください。 
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推奨車高数値 
 

リア 

純正比-２５mm

３５５mm
 フロント

純正比-２５mm

３６０mm
 

強 弱 

車高の設定及び調整    

プリロード（初期荷重）の設定及び調整    

付属されているＬ型レンチでロックボルトを緩め、ロアシートを廻
してプリロードを調整します。 

［フロント］ 

 

減衰力調整    

［フロント］ 

 付属されているＣ型レンチ２本を使用して車高を
調整します。調整する際は予めボトムケースが
固定されているアーム類から取り外す必要があ
ります。また、ボトムケースとダンパーのカミシロ
は１０㎜以上確保してください。 

［リ  ア］ 

付属されているＬ型レンチでロックボルトを緩め、
ロアシートを廻して車高を調整します。 
また、アジャスターとスプリングシートのカミシロ
は１０㎜以上確保してください。 

 

 

 
 
 
 
 

 フロント リア 

ストリート ９ ７ 

峠 ６ ４ 弱 

強 
■推奨クリック（最強からの戻し数） 

アジャスターを強くする方向に一杯に締め込
んだ状態が最強になります。この時、軽く締
め込んで下さい。強く締め込むと内部パーツ
が破損する恐れがあります。 ※最弱は最強
から１２クリック戻した状態になります。 


